
パラスポーツを「知ろう！見よう！応援しよう！」開催 

 

令和元年 7 月 2 日(火)、ホテル阪神にて関西地区会・パラスポーツ支援コミュニティ

(JPSSC) (座長：小林賢也 東京会場日動システムズ(株)) 共催、「パラスポーツを『知ろう！

見よう！応援しよう！』」が開催された。本イベントは、関西地区で働く会員企業の皆様に「パ

ラスポーツの素晴らしさ」「障がい者アスリートの凄さ」を広めたいという想いで実現した。 

 

はじめに、小林座長より講演「JPSSC (JISA パラスポーツ支援コミュニティ) の活動につ

いて」があり、「パラスポーツのファンを増やし、競技会場の観客を増やすことに貢献したい。

そのために、本講演でパラスポーツに興味を持って頂き、社内にファンが増えるようにリー

ドして頂きたい。」と述べた。 

次に、伊藤数子氏 (NPO 法人 STAND) より講演「パラス

ポーツとパラリンピックについて」講演があった。講演では、

パラスポーツや 1964 年東京大会を含めたパラリンピックの

歴史が紹介され、「2020 年をきっかけに、すべての人が好き

なスポーツに関わる社会にして、共生社会を実現したい。」と

述べた。 

 

最後に、車いす陸上選手の小西恵子氏 (株式会社アソ

ウ・ヒューマニーセンター社員、シーズアスリート所属) よ

り講演「挑戦を楽しむ」があった。小西氏は、「6 歳のとき、

自宅で遊んでいて脊椎を損傷し車いす生活になりコンプレ

ックスを感じていた。しかし、車いすテニスに出会い自立

している人たちが多くテニスを始めた。その後、車いすテ

ニスに転向した。」その後、2017 年、ロンドンで開催され

た世界パラ陸上選手権大会の動画を交え、「世界大会では、たくさんの観客がいて選手として

とても感動した。東京を目指したい。今週末も代表選考に関わる、第 24 回関東パラ陸上競

技選手権大会に出場します。」と述べた。 

 

講演終了後、講演者を交えた懇親会が行われ、盛況のうちに散会した。 
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